
横倉山自然の森博物館からのお知らせ

9月25日（土）～ 秋の企画展
「恐竜アロサウルスとその時代」

広報広報

AED講習の様子（8月22日・五味防災訓練）

9月の試合日程
（高知県内開催分）
9月の試合日程
（高知県内開催分）



｜広報おち｜9月号｜2｜

ま・ち・の・話・題

岡　　義雄氏

片岡　正博氏

　
８
月
21
日
か
ら
、
副
町
長
に
就

任
し
ま
し
た
岡
義
雄
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
越
知
町
は
、
少
子
化
、

高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
行
や
後
継

者
の
問
題
、
財
政
的
な
制
約
や
経

済
活
動
の
停
滞
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
反
面
、
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
よ
る
話

題
づ
く
り
や
、
「
お
ち
駅
」
の
オ

ー
プ
ン
等
の
明
る
い
話
題
や
展
望

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
副
町
長
に
就
任
す
る
に

あ
た
り
、
ま
ず
町
長
の
補
佐
役
と

し
て
、
町
長
と
の
意
思
の
疎
通
を

図
り
、
ま
ち
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
や
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
与

え
ら
れ
ま
し
た
職
務
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
方
々
と
と
も
に
、

政
策
の
検
討
や
課
題
の
解
決
の
た

め
、
ま
た
活
性
化
の
推
進
の
た
め

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
現
場
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
等
に
つ
い
て
、
時
間
の
許

す
限
り
、
自
分
自
身
の
目
や
耳
で

直
接
見
聞
き
で
き
る
よ
う
、
行
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
議
会
の
皆
様
や
地
域
の

方
々
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
参

考
に
し
、
職
務
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　
12
年
間
、
副
町
長
の
要
職
に
あ

っ
て
、
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
片
岡
正
博
氏
が
、

８
月
20
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

新
副
町
長
に
岡
義
雄
氏

　
7
月
22
・
23
日
の
2
日
間
、
北

広
島
町
芸
北
地
域
の
５
つ
の
小
学

校
、
５
・
６
年
生
45
人
・
引
率
者

12
人
、
合
わ
せ
て
57
人
が
、
越
知

町
で
の
夏
の
交
流
に
参
加
す
る
た

め
来
町
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
越
知
小
学
校
の
５
・

６
年
生
42
人
と
一
緒
に
、
小
浜
キ

ャ
ン
プ
場
で
筏
乗
り
や
水
鉄
砲
な

ど
で
川
遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
芸
北
地
域
に
は
、
小
川
し
か
な

く
、
初
め
て
の
川
遊
び
と
い
う
こ

と
で
、
芸
北
地
域
の
小
学
生
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

　
夕
食
は
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
用
意
し
て
く
れ
た

150
人
前
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
焼
き

ソ
バ
や
、
芸
北
か
ら
お
土
産
に
い

た
だ
い
た
ト
マ
ト
が
テ
ー
ブ
ル
に

並
び
、
町
民
会
館
で
全
員
そ
ろ
っ

て
楽
し
い
食
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
横
倉
山
自
然
の
森
博

物
館
を
見
学
し
た
後
、
一
路
、
北

広
島
町
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
に
は
、
越
知
小
5
年
生

が
、
芸
北
を
訪
問
し
、
ス
キ
ー
実

習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

芸
北
と
の
交
流
　

今
年
は
5
・
6
年
生
一
緒
!!



｜3｜広報おち｜9月号｜

ま・ち・の・話・題

　
８
月
16
日
に
越
知
中
学
校
の
生

徒
会
が
中
心
と
な
り
、
「
町
内
各

地
で
行
わ
れ
る
行
事
に
参
加
し
、

地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
、
校

外
で
の
輪
を
大
切
に
し
よ
う
」
と

い
う
目
的
で
、
今
年
も
桐
見
川
地

区
の
七
夕
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
前
日
に
は
、
お
飾
り
の
準
備
を

お
伝
い
し
、
縄
な
い
も
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
5
時
に
出
発
し
、

し
め
縄
を
谷
に
渡
す
作
業
を
見
学

し
、
地
域
の
方
々
と
小
宴
会
を
楽

し
み
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
伝
わ
る

貴
重
な
風
習
・
歴
史
を
絶
や
す
こ

と
な
く
後
世
に
継
承
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

七
夕
ま
つ
り

仁
淀
川
で
遊
ぼ
う
！

　
７
月
31
日
、
地
域
教
育
推
進
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
仁
淀

川
で
遊
ぼ
う
大
会
」
が
宮
の
前
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
水
辺
の
環

境
を
知
る
こ
と
や
川
遊
び
を
体
験

し
な
が
ら
、
地
域
愛
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
、
越
知
小
学
校
の
児
童

33
人
が
参
加
し
、
魚
釣
り
等
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
少
し
水
量
が
多
く
、
大
漁
と
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
魚
釣
り

や
ガ
ッ
チ
ャ
ン
で
獲
っ
た
魚
や
エ

ビ
は
、
天
ぷ
ら
に
し
て
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
手
作
り

筏
に
乗
っ
た
り
、
竹
で
作
っ
た
水

鉄
砲
で
遊
ん
だ
り
と
、
川
遊
び
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　
お
米
や
野
菜
を
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
ま
た
お
い
し
い
カ
レ
ー
を

作
っ
て
い
た
だ
い
た
更
生
保
護
女

性
の
会
の
皆
さ
ん
、
ご
ち
そ
う
さ

ま
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
し
て

い
た
だ
い
た
越
知
町
消
防
団
、
越

知
中
学
校
生
徒
会
、
地
域
の
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



　
7
月
17
日
（
土
）
に
、
「
第
１

回
す
て
き
な
お
母
さ
ん
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
高
知
県
教
育
委
員
会
、

子
育
て
・
親
育
ち
推
進
監
の
佐
藤

津
矢
子
先
生
を
お
呼
び
し
、
ど
う

や
っ
て
子
ど
も
を
育
て
た
ら
よ
い

か
、
コ
ツ
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
以
下
は
参
加
し
た
お
母
さ
ん
方

の
感
想
で
す
。

「
託
児
所
付
き
だ
っ
た
の
で
、
安

心
し
て
講
演
会
に
参
加
で
き
ま
し

た
」
「
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で

き
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
良

か
っ
た
で
す
」
「
ま
た
、
佐
藤
先

生
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」
等
々
。

　
講
演
会
後
、
佐
藤
先
生
と
お
母

さ
ん
た
ち
の
雑
談
が
１
時
間
続
き
、

み
ん
な
笑
顔
で
子
ど
も
を
連
れ
て

帰
っ
て

行
き
ま

し
た
。

｜広報おち｜9月号｜4｜

ま・ち・の・話・題

・
植
物
教
室
（
参
加
者
12
人
）

　
８
月
７
日
、
博
物
館
周
辺
の
植

物
に
つ
い
て
、
名
前
の
由
来
や
用

途
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
植
物
を
使

っ
た
し
お
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
、
夏
休
み
恒
例
と
な

っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
っ
た
万

華
鏡
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
親
子
が
協
力
し
て
、
色
鮮
や
か

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

博
物
館
夏
休
み
教
室

　
７
月
31
日
、
第
28
回
に
よ
ど
か

あ
に
ば
る
が
、
宮
の
前
公
園
で
行

わ
れ
、
大
勢
の
若
者
や
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
決
勝
大
会
で
は
、
各

地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
代
表

者
ら
が
熱
唱
・
熱
演
し
、
自
慢
の

声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
納
涼
花
火
大
会
で
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
花
火
に

加
え
て
、
今
年
も
レ
ー
ザ
ー
光
線

と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
素
晴
ら
し
い
音
と
光
の
芸

術
を
繰
り
広
げ
、
夏
の
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。

に
よ
ど
か
あ
に
ば
る

〜
納
涼
花
火
大
会
〜

す
て
き
な

　
お
母
さ
ん
講
座

・
工
作
教
室
（
参
加
者
33
人
）



｜5｜広報おち｜9月号｜

情　報　広　場

外
国
語
指
導
助
手
が

　
　
　
　
　
2
人
に
な
り
ま
し
た
!!

　
町
内
で
、
英
語
の
指
導
助
手
を

し
て
い
る
エ
イ
ド
イ
エ
ン
・
リ

サ
・
ミ
ヤ
モ
ト
さ
ん
に
加
え
て
、

8
月
か
ら
も
う
1
人
、
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ポ
ム
フ
レ
ッ

ト
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
!!

 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ポ
ム
フ
レ
ッ
ト
と
申
し
ま
す
。

「
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
僕
は
、
主
に
中
学
校
で
英
語
を

教
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園

に
行
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

8
月
1
日
に
東
京
に
到
着
し
、
そ

れ
は
僕
に
と
っ
て
初
め
て
の
来
日

で
し
た
。
僕
の
故
郷
は
イ
ギ
リ
ス

南
西
部
の
バ
ー
ス
市
で
す
。
つ
い

最
近
（
6
月
）
英
文
学
を
3
年
間

学
ん
だ
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
本

を
読
ん
だ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。

 

越
知
町
に
赴
任
で
き
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
越
知
町
は

と
て
も
き
れ
い
な
町
で
、
職
場
を

は
じ
め
、
皆
さ
ん
が
僕
の
来
町
を

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
越
知
に

到
着
し
て
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
雨

が
降
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ

ん
な
に
暑
く
は
な
い
で
す
。

 

越
知
町
に
来
て
ま
だ
1
週
間
で

す
が
、
高
知
の
文
化
を
た
く
さ
ん

学
び
、
高
知
の
名
物
料
理
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
一

番
の
お
気
に
入
り
は
鰹
の
タ
タ
キ

で
す
。

 

僕
の
日
本
語
は
ま
だ
ま
だ
で
す

が
、
早
く
上
達
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
勉
強
し
ま
す
。
街
で
見
か
け

た
ら
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

次の日程で、総合健診および乳がん検診を実施します。
８月上旬に受診希望調査を送付していますが、申し込みはお済みでしょうか。
まだお済みでない方は、保健福祉センターまでご連絡をお願いします。
年に一度の健診ですので、多くの方が受診されますようお勧めします。

10月 14日（木）

10月 15日（金）

10月 17日（日）

10月 18日（月）

10月 19日（火）

保健福祉センター
特定健診・健康診査、肺がん検診、胃がん
検診、大腸がん検診、前立腺がん検診

特定健診・健康診査、肺がん検診、胃がん
検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、子
宮がん検診

保健福祉センター

　今年度は、特定健診および肺がん検診のひろい健診を下記の日程で行います。上記の日程で
総合健診を受診できなかった方は受診してください。ただし、がん検診は、肺がん検診以外は
実施しませんので、胃がん検診等受診されたい方は、上記の日程で受診してください。

■お申し込み先　越知町保健福祉センター　ＴＥＬ２６－３２１１

実施日 実施場所

12月  5 日（日）

12月  6 日（月）
保健福祉センター

実施日 実施場所

12月 12日（日）

12月 13日（月）

12月 14日（火）

保健福祉センター

実施日 実施場所

実施する健（検）診の種類

平成22年度　総合健診のお知らせ



｜広報おち｜9月号｜6｜

情　報　広　場

時間の経過

自自治治体体

住住民民

待待機機 避避難難準準備備情情報報 防防災災活活動動・・避避難難勧勧告告 避避難難指指示示

避避難難準準備備・・自自主主避避難難 避避難難 避避難難終終了了

大大雨雨注注意意報報 大大雨雨警警報報 土土砂砂災災害害警警戒戒情情報報 警警報報等等のの解解除除

土砂災害発生

特に災害時要援護者の場合は、避難行動を行うのに時間を要するため、
早めの行動が必要です。

※ このような現象が見られる時は、すぐに避難が必要です。



｜7｜広報おち｜9月号｜

情　報　広　場

土砂災害に備えよう！

雨量・土砂災害警戒情報に注意しましょう。 

大雨が降ると土砂災害が発生しやすくなります。 
県と気象台では、大雨により土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、
土砂災害警戒情報を発表し、テレビ・ラジオや市町村を通じて、住民の皆さまにお知らせして
います。この情報が発表されたときは早めの避難を心掛けてください。 
なお、大雨時や夜間の避難は危険を伴いますので、土砂災害の恐れを感じた時には、早めの
避難を心がけるようにしてください。 

時間の経過

自自治治体体

住住民民

待待機機 避避難難準準備備情情報報 防防災災活活動動・・避避難難勧勧告告 避避難難指指示示

避避難難準準備備・・自自主主避避難難 避避難難 避避難難終終了了

大大雨雨注注意意報報 大大雨雨警警報報 土土砂砂災災害害警警戒戒情情報報 警警報報等等のの解解除除

土砂災害発生土砂災害発生

・山鳴りがする。 
・沢や川の水が濁ったり流木が混ざっ
　たりする。 
・雨が降っているのに川の水が減る。 
・小石がパラパラ落ちる。 
・斜面から水がふき出す。 
・地面にひび割れができる。 

避難勧告などがなくとも、避難準備や自主避難を心がけてください。 
特に災害時要援護者の場合は、避難行動を行うのに時間を要するため、
早めの行動が必要です。

県内の気象注意報・警報、雨量・水位観測情報については 
携帯サイトでもご覧になれます。 
【http://kouhou.bousai.pref.kochi.jp/i/】 

土砂災害警戒情報については高知地方気象台のホームページでご覧にな
れます。【http://www.jma-net.go.jp/kochi/】 

※ このような現象が見られる時は、すぐに避難が必要です。

避難する
タイミング
を知る

このような前ぶれが見られたらすぐに避難しましょう。 日頃の
心構え



　町では、家庭ごみの減量化とリサイクルを推進するとともに、ごみ処理費用の負担の公平化を図ることなどを
目的に、指定ごみ袋制度を導入しています。
　今回、単身世帯や高齢者の世帯などから要望の多かった不燃ごみ袋小（30リットル）を販売することになりま
した。９月１日より町内の各販売店様にて販売を始めていますので、必要な方はお買い求めください。
　販売価格は、１枚20円となります。（１袋10枚入り・200円）

ガラス製食器類、板ガラス、鏡、化粧品等の空き
ビン、飲食料が入っていたビンで洗っても汚れの
落ちないビン、割れて収集時危険なビン等 ※収集時、危険のないように出

してください。

※カセットボンベ、スプレー缶
等爆発の危険性があるもの
は必ず使い切ってから、穴を
開けて出してください。

※乾電池、電球類は中が見え
る袋に入れて出してください。

針金、釘、ハンガー、なべ、やかん、オイル・塗料
等の空容器、包丁、ハサミ、カセットボンベ・整髪
料等のスプレー缶、小型電気製品（ドライヤー、
ラジカセ、アイロン、炊飯器等指定袋に入る大き
さの物）等

陶磁製食器類、花瓶、植木鉢等

乾電池、電球、蛍光管、ライター、かみそり、工具
類、電動工具、磁石等

※不燃ごみ袋への可燃物や資源物の混入が増えています。プラスチック類等燃やせるごみは可燃ごみ
袋へ、資源物についてはカン、ペットボトルは回収日に資源回収用指定袋に入れてステーションに、
ビン類は回収日に色別に回収用コンテナに出されるようご協力をお願いします。

◆お問い合わせ先　環境水道課　環境衛生係　ＴＥＬ２６－１１１４

｜広報おち｜9月号｜8｜
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高吾北清掃センター指定ごみ袋の種類が増えました

　総務省では、経済的な理由等で地上デジタル放送に移行することが難しい世帯に対し、簡易なチューナー

（１台）の無償給付等の支援を実施しています。

⑴支援の対象

　対象は、生活保護世帯や、障がい者非課税世帯などのＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯です。

⑵支援の内容

　地上デジタル放送を受信するための「簡易なチューナー（１台）」の無償給付を行います。必要に応じたアン

テナ改修等、共同受信施設やケーブルテレビの改修経費の支援を行います。

⑶支援の申込受付期限

　平成22年12月28日まで（当日消印有効）

　天候不順などの理由で、支援が遅れることがあります。支援を希望される方は、受付期限にかかわらずお早め

にお申込みください。平成23年度の支援については、現在未定です。

◆お問い合わせ先

　総務省　地デジチューナー支援実施センター　ＴＥＬ0570－033840　FAX044－966－8719　

　http://www.chidejishien.jp　平日＝午前９時～午後９時、土日祝日＝午前９時～午後６時

地上デジタル放送を受信するための
簡易なチューナーの無償給付等の支援について

ガラス類

品 名 主 な 物 注 意 事 項

せともの類

金属類

その他

不

燃

ご

み
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　消火器は火災時の初期消火にとても有効ですが、サビや変形などして著しく腐食の進んだ消火器は、いざと
いう時に使用できなかったり、操作した時に破裂し、思わぬ大事故に至る危険があります。このような消火器は
使用せず、廃棄処分を消防用設備業者・販売店に依頼し、新しいものに交換しましょう。

※消火器については、各町回収ゴミでは収集しておりません。

■お問い合わせ先
　高吾北消防本部 予防係　ＴＥＬ２６－２１１１

ご家庭の消火器は大丈夫ですか？

○米・米加工品等の販売、輸入、加工、製造または提供を行う者（米の生産者、米加工品等の製造業
者、流通業者、小売業者、外食事業者など米穀等を取り扱う事業者の方）は、取引記録等の作成・
保存と産地情報の伝達が必要となります。

○対象品目は、米穀（もみ、玄米、精米、砕米）、米粉、米菓生地、米こうじ等。米飯類（白めし、お
かゆ、寿司、炒飯、オムライス、カレーライス、ドリアなどご飯として提供されるもの）、各種弁当、
各種おにぎり、ライスバーガー、赤飯、おこわ、米飯を調理したもの、包装米飯、発芽玄米、乾燥米
飯等およびもち、だんご、米菓、清酒、単式蒸留しょうちゅう、みりんが対象となります。

１　取引等に伴う記録の作成・保存（10月１日から）
　米・米加工品等を「取引」「事業所間の移動」「廃棄」などを行った場合には、その記録を作成し、原則３
年間の保管が必要となります。
【記録事項】
　品名、産地（平成23年７月１日生産者出荷分から）、数量、年月日、取引先名、搬出入の場所等

２  産地情報の伝達（平成23年７月１日から）
【事業所間における産地情報の伝達】
　米・米加工品等を他の事業者へ譲り渡す場合には、伝票等または商品の容器・包装への記載により、産地
情報の伝達が必要となります。
【一般消費者への産地情報の伝達】
　ＪＡＳ法で原料原産地表示の義務づけがある玄米、精米や包装もちについては、ＪＡＳ法に従い、これまで
どおり表示してください。
　玄米、精米や包装もち以外のものについては、米トレーサビリティ法に基づき、以下により産地情報の伝達
が必要となります。
・商品の包装に産地情報を記載
・商品の包装に産地を知ることができる方法（Webアドレス、二次元バーコード等）を記載
・店内に産地情報を掲示
・購入カタログや注文画面上に産地情報を掲示
・メニューに産地情報を記載　　　　など
◆お問い合わせ先　高知農政事務所食糧部計画課　ＴＥＬ０８８－８７５－２１５３

10月1日から
米トレーサビリティ制度がスタートします！

☆底面がさび付いている
☆本体が変形している
☆ホースがひび割れしている
☆安全ピンが外れている
　　　　　　　　　　　など

危険性のある消火器の例



〇
寡
婦
年
金

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
な
く
死
亡

し
た
と
き
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係

の
あ
っ
た
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
寡
婦
年
金
額
＝
夫
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金
の
４

分
の
３

※
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
を
持

っ
て
い
た
り
、
妻
が
繰
り
上
げ

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
死
亡
一
時
金

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
３
年
以
上
（
一
部
納
付
を
し

た
期
間
の
月
数
は
、
一
部
納
付
の

割
合
に
よ
っ
て
計
算
）
納
め
た
人

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ

た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ

て
一
時
金
の
額
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
（
１
２
０
，
０
０
０
円
か
ら

３
２
０
，
０
０
０
円
）

※
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

３
年
以
上
あ
る
場
合
は
、
８
，

５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に
よ

り
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
時
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

〇
付
加
年
金

　
定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
400
円

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
額
＝
200
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
（
年
間
）

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
、
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
年
金
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５
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国
民
年
金
に
は

　
　
　
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
「
児
童
手

当
」
制
度
に
か
わ
っ
て
「
子
ど
も

手
当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
中
学
校
修
了
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
に

対
し
て
、
所
得
に
関
係
な
く
子
ど

も
一
人
に
つ
き
月
額
１
３
，
０
０

０
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
年
齢
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
が
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
本
年
９
月
30
日

ま
で
に
申
請
し
な
い
と
、
満
額

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
や
転

入
し
た
場
合
等
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
原
則
と
し
て
請
求
の

あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

申
請
猶
予
期
間
（
９
月
30
日
ま

で
）
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
子
ど
も
手
当
担
当

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

「
子
ど
も
手
当
」

　
　  

に
つ
い
て

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
は
、
子
ど
も
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
支

援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ

す
も
す
（
教
育
委
員
会
）
　
　

昼
間
T
E
L
２
６

－

３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
び
ゃ

く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
夜
間
T
E
L
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　

　
T
E
L
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
こ
す
も
す

　
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
、
県
か

ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
県
で
は
、
良
好
な
景
観
や
風
致

維
持
、
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防

止
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
条
例
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
９
月
10
日
の
「
屋
外
広
告
の

日
」
に
は
、
県
内
一
斉
に
条
例
違

反
の
広
告
物
撤
去
と
、
ル
ー
ル
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん

の
会
社
や
商
店
で
設
置
し
て
い
る

看
板
（
屋
外
広
告
物
）
が
ル
ー
ル

ど
お
り
か
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
飛

散
や
倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
か
点
検

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
詳
し
く
は
、
最
寄
の
土
木
事
務

所
ま
で
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
中
央
西
土
木
事
務
所

　
維
持
管
理
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8

－

8
9
3

－

2
1
1
4

「
あ
な
た
の
看
板
は

大
丈
夫
で
す
か
？
」
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四
国
部
品
で
は
、
矢
崎
総
業
の

関
連
企
業
と
し
て
自
動
車
部
品
の

製
造
に
携
わ
っ
て
お
り
、
自
動
車

の
購
入
に
対
し
て
車
両
紹
介
制
度

と
い
う
特
典
制
度
が
あ
り
ま
す
。

車
両
紹
介
制
度
と
は
、
車
を
購
入

の
際
、
こ
の
紹
介
制
度
を
通
し
て

成
約
購
入
さ
れ
た
場
合
に
矢
崎
総

業
等
よ
り
、
謝
礼
金
が
も
ら
え
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

【
謝
礼
金
額
】

５
千
円
〜
１
万
円

○
車
を
購
入
さ
れ
る
前
に
、
車
両

紹
介
票
（
紹
介
票
は
四
国
部
品

事
務
局
で
お
渡
し
し
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
条
件
に

あ
っ
た
契
約
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

○
紹
介
制
度
を
利
用
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
購
入
価
格
が
高
く
な

る
、
購
入
方
法
が
変
わ
る
等
の

不
利
益
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
四
国
部
品
㈱
　
高
知
工
場 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

0
0
3
8

四
国
部
品
㈱
車
両

紹
介
制
度
の
ご
案
内

　
越
知
保
育
園
の
運
営
費
の
一
部

に
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
年
間
交
付
金
額

　
４
，
５
０
０
，
０
０
０
円

　
　

★
使
途
内
容

　
保
育
士
の
雇
用
費
用
（
賃
金
）

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と

は
、
電
気
事
業
者
が
設
置
し
た
水

力
発
電
施
設
（
筏
津
ダ
ム
、
仁
淀

川
第
三
発
電
所
）
の
円
滑
な
設
置

の
た
め
、
所
在
市
町
村
が
実
施
す

る
各
種
の
振
興
対
策
事
業
の
た
め

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
越
知
町
で
は
、
「
福
祉
対
策
措

置
」
と
し
て
、
「
保
育
所
運
営

費
」
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
に
つ
い
て

　
昔
の
よ
う
な
清
流
仁
淀
川
へ
と

再
生
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
仁
淀
川
を
見
続
け
て

き
た
流
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
本
年
３

月
に
、
第
２
次
仁
淀
川
清
流
保
全

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
流
域
全
体
が
共
通
認
識

の
も
と
で
、
計
画
に
掲
げ
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
流
域
住
民
の
皆
さ
ま

も
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
計
画
は
、
高
知
県
環
境

共
生
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
環
境
共
生
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
２
１

－

４
８
６
３

第
2
次
仁
淀
川

清
流
保
全
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
！

　
現
在
越
知
町
で
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
に
か
け
て
の

「
第
５
次
越
知
町
総
合
振
興
計

画
」
の
策
定
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
策
定
に
あ
た

り
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意
向
を
伺

い
、
計
画
策
定
に
反
映
し
た
く
、

住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

　
１
０
０
０
人
を
予
定
し
て
お
り
、

無
作
為
に
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
調
査
期
間
】

　
９
月
15
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で

の
間
に
、
対
象
者
の
ご
自
宅
に
直

接
調
査
員
が
伺
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
回
収
方
法
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
そ
の
場
で
お

答
え
い
た
だ
き
、
直
接
調
査
員
に

お
渡
し
い
た
だ
く
か
、
配
布
か
ら

約
１
週
間
後
に
回
収
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
は
外

部
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

【
委
託
先
】

株
式
会
社
　
相
愛

担
当
：
徳
能
　
薫

住
所
：
高
知
市
重
倉
２
６
６

－

２

電
話
：
0
8
8

－

8
4
6

－

6
7
0
3

　
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は
委
託

先
、
ま
た
は
役
場
企
画
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
よ
り
住
み
や
す
く
、
よ
り
豊
か

な
越
知
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
６
４

『
住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
』

　
　
　
　
　
ご
協
力
の
お
願
い
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【
主
催
】

越
知
町
体
育
指
導
委
員
会

【
後
援
】

越
知
町
教
育
委
員
会

【
種
目
】

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
会
場
場
所
】

町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
参
加
資
格
】

１
･
町
内
在
住
者
（
出
身
者
も

可
）

２
･
町
内
在
勤
者

３
･
１
、
２
の
条
件
を
満
た
す
者

の
家
族
（
高
校
生
以
上
）

４
･
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

【
試
合
方
法
】

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
、
主
催
者

側
で
決
定
し
ま
す
。

【
表
　
彰
】

上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞
を

授
与
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
各
種
目
と
も
３
日
前

ま
で
に
町
民
会
館
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
申
込
用
紙
は
町
民
会

館
、
総
合
運
動
場
、
役
場
窓
口
に

あ
り
ま
す
）
。

【
そ
の
他
】

※
開
催
中
の
事
故
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
主
催
者
側
で
は
責
任
を

負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
棄
権
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
町
民
会
館

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
６

－

３
４
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２
０

－

１
０
５
１

第
16
回
越
知
町

体
育
指
導
委
員
長
杯

参
加
チ
ー
ム
募
集

平成22年度自衛官高等工科学校生徒募集

スカッシュ
バレーボール

ソフト
バレーボール

6人制
バレーボール

9月 10日（金）
午後 7時～

9月 16日（木）
午後 7時～

9月 22日（水）
午後 7時～

1チーム 3人とする。 男性は 1人までとする。
（ただし、1部はこの限りではない）

1チーム 4人とする。 男性は 2人までとする。
（ただし、50歳以上の方はこの限りではない）

６人制ルールで行い、男性は、4人までとする。
（ただし、40歳以上の方はこの限りではない）

◆お問い合わせは越知町総務課、または下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もあります。   
　〒785－0041　須崎市西崎町325－2　自衛隊須崎地域事務所　ＴＥＬ（0889）42－7186

高等工科学校生徒
（男子）

中卒（見込み含む）
１７歳未満の男子

１１月１日
　～２３年１月７月

１次：２３年１月２２日
２次：２３年２月５～８日

１次：２３年２月１日
２次：２３年２月２５日

種　目 日　時 チ ー ム 編 成

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

　
日
ご
ろ
か
ら
、
地
区
行
事
へ
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
、
野
老
山
地

区
全
域
に
お
い
て
、
安
否
確
認
訓

練
と
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
い
折
り
と
は
存
じ
ま

す
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
日
時
】

９
月
19
日
（
日
）
　

午
前
８
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
　

【
場
所
】

自
宅
か
ら
各
地
区
集
会
所
な
ど
の

避
難
場
所
・
広
場
ま
で

【
訓
練
内
容
】

隣
家
の
住
人
の
安
否
を
確
認
し
た

後
に
、
一
時
避
難
場
所
で
あ
る
地

区
集
会
所
・
小
学
校
な
ど
に
避
難

す
る
。

【
そ
の
他
】

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

安
否
確
認
・
避
難
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て

野
老
山
自
主
防
災
組
織
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文
化
祭
へ
の
作
品
出
展
、
舞
台

芸
能
へ
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
資
格
は
、
町
内
在
住
者
、

在
職
者
、
文
推
協
会
員
で
す
。
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
応
募
・
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
展
示
部
門

【
日
時
】

11
月
６
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

11
月
７
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

11
月
８
日
（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
展
示
会
場
】

町
民
会
館
多
目
的
運
動
場

【
展
示
種
目
】

絵
画
・
書
・
写
真
・
手
芸
・
陶

芸
・
生
け
花
・
書
道
・
ち
ぎ
り
絵

な
ど

【
規
格
・
規
定
】

※
パ
ネ
ル
の
最
大
の
高
さ
は
、
約

２
･
５
メ
ー
ト
ル

※
絵
画
・
写
真
・
書
道
・
ち
ぎ
り

絵
な
ど
は
、
額
装
、
仮
表
装
、

ま
た
は
、
台
紙
に
貼
り
付
け
た

り
、
額
は
ひ
も
な
ど
を
付
け
、

展
示
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

【
点
数
】

原
則
と
し
て
１
種
目
に
つ
き
、
３

点
ま
で

【
搬
入
日
時
】

10
月
29
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

【
そ
の
他
】

書
・
短
歌
・
俳
句
で
読
み
づ
ら
い

文
字
に
は
、
別
紙
に
楷
書
で
添
え

書
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

審
査
表
彰
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
舞
台
芸
能
部
門

【
日
時
】

11
月
７
日
（
日
）
正
午
開
演 

【
会
場
】

越
知
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
文
推
協
以
外
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
大
舞
台
が
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
日
】

10
月
21
日
（
木
）

【
申
し
込
み
方
法
】

町
民
会
館
、
役
場
受
付
に
申
し
込

み
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
民
会

館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ま
な
び
ピ
ア
」
関
連
事
業

講
演
会
「
ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん
」

11
月
６
日
（
土
）

午
後
１
時
〜

　11
月
６
日
・
７
日
は
、
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

第
2
回

す
て
き
な
お
母
さ
ん
講
座

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

　
　
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
」

【
講
師
】

村
上
瞳
先
生

【
日
時
】

９
月
25
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

【
募
集
人
員
】

30
人
限
定

※
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
講
演
会

「
世
の
中
に
悪
い
人
な
ん
て
い
な

い
」
〜
子
ど
も
を
犯
罪
者
に
し
な

い
た
め
に

【
講
師
】

澤
田
敬
先
生

【
日
時
】

９
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
託
児
所
付
き
＆
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
河
添
･
前
田

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
は
、
原
則
、

保
幼
小
中
の
お
母
さ
ん
が
対
象

で
す
。
講
演
会
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
対
象
で
す
。

越
知
町
文
化
祭

　
　
作
品
募
集

町
民
会
館
か
ら
講
座
・

講
演
等
の
お
知
ら
せ
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野
市
町
コ
ー
ス

【
日
時
】

９
月
21
日
（
火
）

午
前
８
時
40
分

　
お
ち
駅
前
集
合

午
前
８
時
50
分

　
お
ち
駅
前
出
発

午
後
５
時
00
分

　
帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
高
知
―
野
市
―
桂
浜
―

宇
佐
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２
，
７
０
０
円

　
（
弁
当
代
を
含
む
）

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
集
合
時
間
厳
守

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６

－
０
４
５
８

歩
こ
う
会

◀募集・案内▶

幼
稚
園
庭

開
放

母
子
歯
み
が
き

教
室 

母
子
保
健
事
業

　
今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

暑
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す

が
、
皆
さ
ん
体
調
管
理
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
さ
て
、
今
月
の
「
な
か
よ
し
ひ

ろ
ば
」
は
、
子
育
て
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
迎
え
て
の
「
子
育
て
講

習
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い

い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
9
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
１
日
（
水
）

楽
し
く
あ
そ
ぼ
う

◎
８
日
（
水
）

子
育
て
講
習
会
　

※
育
児
相
談
や
手
作
り
お
や
つ
の

時
間
も
あ
る
よ
！

◎
17
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原
・
井
上

　
T
E
L
２
６－
２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

『
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
』

　
長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
幼
稚
園
の
み
ん
な
も
、
か
わ
い

い
お
友
達
が
来
る
の
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
９
月
の
お
誕
生
会

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
。

【
日
時
】
　

９
月
24
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6－

１
１
０
７

　
子
育
て
中
の
親
子
の
方
を
対
象

に
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
　

　
一
緒
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

【
日
時
】
　

９
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

親
子
歯
み
が
き
教
室

【
講
師
】

在
宅
歯
科
衛
生
士

【
持
参
す
る
も
の
】

計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康
手

帳
。
お
茶
等
は
、
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
参
加
希
望
の
方
は
、
９
月
24
日

（
金
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

【
申
込
先
】

　
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６－

３
２
１
１
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◀募集・案内▶

土
地
に
関
す
る

無
料
相
談

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

「
公
証
週
間
」
で
す

　
「
公
証
制
度
」
と
は
、
み
な
さ

ん
が
不
動
産
の
売
買
・
金
銭
の
貸

し
借
り
な
ど
の
重
要
な
契
約
を
交

わ
し
た
り
遺
言
を
さ
れ
た
り
す
る

際
、
法
務
大
臣
の
任
命
す
る
「
公

証
人
」
に
依
頼
し
て
、
法
的
に
特

別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る

文
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
と
取
引
や
財
産
の
安
全
の
確

保
を
図
る
制
度
で
す
。

〇
無
料
公
証
相
談
○

高
知
会
場

【
日
時
】

10
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

【
場
所
】

高
知
合
同
公
証
役
場

高
知
市
本
町
一
丁
目
一
番
三
号

朝
日
生
命
高
知
本
町
ビ
ル
３
階

（
中
央
公
園
西
、
堀
詰
電
停
北
）

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

【
電
話
】

０
８
８

－

８
２
３

－

８
６
０
１

０
８
８

－

８
２
４

－

８
４
２
７

０
８
８

－

８
７
２

－

４
７
６
４

　
土
地
の
価
格
や
取
引
、
税
（
固

定
資
産
税
を
除
く
）
、
境
界
、
登

記
な
ど
、
土
地
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
20
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
会
場
】

高
知
会
館
（
高
知
市
本
町
）

【
相
談
員
】

不
動
産
鑑
定
士
協
会
、
税
務
署
・

法
務
局
担
当
者
、
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
、
司
法
書
士
会
、
土
地
家

屋
調
査
士
会
の
方
々

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
用
地
対
策
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8

－

8
2
3

－

9
8
2
0

ご
存
じ
で
す
か
？

公
証
制
度

四
国
一
斉

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
四
国

一
斉
で
、
法
務
局
の
業
務
に
関
す

る
１
日
無
料
相
談
所
を
県
内
各
所

で
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
法
務
局
職
員
に
よ
る

土
地
、
建
物
や
会
社
の
登
記
手
続

き
、
相
談
や
遺
言
等
に
関
す
る
困

り
ご
と
相
談
の
ほ
か
、
「
法
の
日

週
間
」
お
よ
び
「
公
証
週
間
」
に

ち
な
ん
で
、
公
証
人
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
契
約
や
遺
言
な
ど
の
公
正

証
書
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

　
ま
た
、
「
土
地
家
屋
調
査
士
制

度
60
周
年
」
「
表
示
登
記
制
度
50

周
年
」
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
高
知
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

の
会
員
が
参
加
し
て
、
土
地
の
境

界
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
相
談
内
容
】

　
登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・

人
権
擁
護
等
に
関
す
る
相
談
、
公

正
証
書
に
関
す
る
相
談
、
土
地
の

境
界
に
関
す
る
相
談
等

【
開
設
場
所
】

①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知
内
イ
オ
ン

ホ
ー
ル

　
高
知
市
秦
南
町
１
丁
目
４

－

８

②
高
知
地
方
法
務
局
須
崎
支
局

　
須
崎
市
青
木
町
１

－

４
　

　
須
崎
第
２
地
方
合
同
庁
舎

※
公
証
人
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高

知
に
出
席
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局
総
務
課
　
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8

－

8
2
2

－

3
3
3
1

　
次
の
と
お
り
、
高
吾
北
地
区
行

政
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
４
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】

越
知
町
役
場
３
階
第
２
委
員
会
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
行
政
書
士
高
吾
北
支
部
長

　
藤
本
文
一

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
3
4

－

３
３
８
７

高
吾
北
地
区

行
政
無
料
相
談

「
法
務
局
く
ら
し
の

相
談
所
」の
開
設
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　８月15・16日、桐見川地区の七夕飾りへ生徒会が今年も参加をしました。毎年、越知中学校生徒会

は、桐見川地区の伝承行事である七夕行事の飾り付けに協力をしています。過疎化による人手不足を

少しでも補えるよう、飾りを作ったり、飾り付けを手伝ったりしまし

た。また、生徒は地域の伝統行事に参加し、地域を知ることもできま

した。15日は午後１時から、16日は午前５時から桐見川に行き、飾り

付けのお手伝いをしました。

越 知 中 学 校 夏休みの活動

≪桐見川「七夕」への参加≫

　８月４日（水）の午後６時から午後９時まで、

今年も文殊様に「越知中学校開かれた学校づく

り推進委員会」が中心となり、ＰＴＡの協力の

もとに売店を出しました。生徒会の子どもたち

も協力をしました。今年は、降雨が売り上げに

影響しましたが、高知ファイティングドッグス

の選手３人も午後７時から午後８時まで、販売

に協力をしていただきました。この収益は、子

どもたちのために役立てています。

≪文殊様への出店≫

≪第64回　高知県中学校総合体育大会≫（７月24日～27日）
〈卓球〉　　　（７月25日：県民体育館）　卓球男子団体　ベスト16

〈水泳〉　　　（７月24・25日：くろしおアリーナ）西森文香　200メートル自由形　４位

〈バレー女子〉（７月24日：県民体育館）　ベスト16

〈柔道部〉　　（７月26・27日：県立武道館）

　　　　　男子個人　鈴木勢那（２年）　50㎏級　１位（四国大会出場）

　　　　　女子個人　伊藤光里（２年）　44㎏級　２位（　　　〃　　　）

　　　　　　　　　　笹岡愛香（３年）　57㎏級　３位（　　　〃　　　）

≪第48回　四国中学校総合体育大会≫（８月７・８日：愛媛県武道館）
　　　　　男子個人　鈴木勢那　50㎏級　３位　

≪高知県吹奏楽コンクール≫（８月１日：かるぽーと）
〈吹奏楽部〉　　吹奏楽コンクール　中学校Ｂ部門　金賞
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　夏休みに入ったばかりの7月22日に、広島県の芸北地区小学校５校との交流会がありました。この交

流は、もう10年くらい続いています。夏は芸北地区の子どもたちが越知町に来て、仁淀川で川遊びを

します。冬は、越知小学校の子どもたちが芸北地区に行って、スキーを楽しみます。従来は5年生だけ

の交流ですが、昨年、インフルエンザ流行の兆しがあって、夏は中止となりました。そこで、今年は6

年生も参加となり、大人数になりました。

　町民会館での開会セレモニーの後、小浜キャ

ンプ場にバスに乗っていきました。この日は梅

雨も明け、仁淀川の上空には入道雲が現われて、

夏の雰囲気満点でした。地域教育推進委員会の

おじさんたちが作ってくれた筏に乗ったり、水

鉄砲で水を散らし合ったり、川辺の岸からダイ

ビングをしたりして遊びました。

　休憩にはパンとジュースが出ました。休憩が

すむと、また川遊びです。子どもたちは、遊び

に飽きることなく、時間いっぱい遊びきりまし

た。

　夕方には町民会館に戻り、お母さん・役場の

人・ボランティアの人たちが作ってくれたカレ

ーライスや焼きそば、それに、芸北特産のトマ

ト、高知特産のアイスクリームをおいしくいた

だきました。

　翌日、芸北地区の子どもたちは、横倉山自然

の森博物館を見学した後、越知町での楽しい思

い出を胸に、芸北地区に帰っていきました。

越 知 小 学 校 広島県芸北地区との交流

◎ただいま、来年の県民手帳（2011年版）購入予約の申し込みを受け付けています。

◎暮らしやビジネスに、ぜひ、ご活用ください。

＊内　容

行政区画図、日記編（行事予定表・日記）、

資料編（県内主要統計表・官庁関係資料・暮らしの各種資料）、

住所録、東京・大阪地下鉄路線図、他　　　　　　　　

＊価　格

ポケット版（9×14.5cm）　　500円

デスク版 （13×21cm）　 　750円

＊申し込み期限

9月24日（金）

＊お申し込み先

総務課（担当：國貞）ＴＥＬ２６－１１１１
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　（
先
月
に
続
き
）　
娘
春
香
の
過
酷

な
運
命
に
毎
日
涙
し
て
い
る
母
月
梅
の

も
と
へ
訪
ね
て
き
た
夢
龍
。し
か
し
、彼

の
姿
は
乞
食
の
中
で
も
上
の
乞
食
。こ

の
と
て
つ
も
な
い
変
わ
り
よ
う
に
月
梅

は
言
葉
を
失
い
ま
す
。

「
あ
…
あ
な
た
、一
体
、ど
う
し
て
こ
ん

な
こ
と
に
な
っ
た
の
？
」

「
は
は
。ヤ
ン
バ
ン
も
落
ち
ぶ
れ
出
し
た

ら
底
な
し
だ
な
。ソ
ウ
ル
に
戻
っ
て
か

ら
間
も
な
く
親
父
は
罷
免
に
な
り
、俺

は
科
挙（
朝
鮮
時
代
の
官
僚
登
用
試

験
）に
失
敗
し
、そ
の
上
全
財
産
を
使
い

は
た
し
、一
家
は
別
れ
別
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。俺
は
春
香
に
小
遣
い
で
も

も
ら
っ
て
当
分
の
足
し
に
し
よ
う
か
と

思
っ
て
来
た
の
だ
が
、来
て
み
り
ゃ
、こ

っ
ち
も
大
変
だ
。」

　
月
梅
は
唯
一
の
望
み
が
崩
れ
落
ち
る

の
を
感
じ
思
わ
ず
口
か
ら
愚
痴
が
出

て
き
ま
す
。

「
ソ
ウ
ル
に
行
っ
て
以
来
今
ま
で
便
り

一
本
く
れ
な
か
っ
た
く
せ
に
、こ
れ
で

は
あ
ん
ま
り
じ
ゃ
な
い
か
ね
。誓
い
を

立
て
た
の
を
頼
り
に
し
て
い
た
け
ど
、

良
い
ざ
ま
だ
。誰
を
恨
み
誰
を
責
め
よ

う
か
。で
も
春
香
は
、私
の
娘
春
香
の
こ

と
は
ど
う
し
て
く
れ
る
つ
も
り
だ
よ
！

エ
ゴ
〜
春
香
が
可
哀
想
だ
。ど
う
し
ま

し
ょ
う
〜
」

「
お
い
お
い
、泣
く
な
よ
、義
母
。天
が
崩

れ
落
ち
て
も
浮
き
上
が
る
穴
は
あ
る

と
い
う
じ
ゃ
な
い
か
。ま
さ
か
春
香
が

死
に
は
す
ま
い
。そ
れ
よ
り
俺
、ひ
も
じ

く
て
し
ょ
う
が
な
い
な
〜
。ご
飯
あ
る

か
い
。」

　
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
よ
く
も
言
っ
て
い

る
夢
龍
、ど
う
や
ら
頭
ま
で
お
か
し
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
す
。

「
ご
飯
な
ん
か
が
あ
る
も
ん
か
！
」月
梅

は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
、娘
の
旦
那
の

た
め
ご
飯
と
お
か
ず
を
運
ん
で
き
ま
し

た
。

「
う
わ
〜
久
し
ぶ
り
の
ご
飯
！
」

　
夢
龍
は
サ
ジ
も
持
た
ず
手
づ
か
み

で
が
つ
が
つ
。何
日
も
飢
え
て
い
た
か

の
食
べ
っ
ぷ
り
に
、月
梅
は
胸
が
苦
し

く
な
り
、涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
す
。

　
お
腹
い
っ
ぱ
い
ご
飯
を
平
ら
げ
た
夢

龍
は
、月
梅
に
お
願
い
を
し
て
二
人
は

春
香
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。

「
私
が
来
た
と
取
り
次
ぎ
な
さ
い
。」

「
待
っ
て
。い
き
な
り
来
た
と
言
っ
た
ら

あ
の
子
は
気
絶
す
る
か
も
知
れ
な
い
か

ら
、外
で
ち
ょ
っ
と
待
ち
な
さ
い
。」

　
月
梅
は
ま
ず
一
人
で
中
へ
。可
哀
想

な
春
香
は
、「
お
母
さ
ん
、こ
ん
な
時
間

に
ど
う
し
た
の
？
夜
道
危
な
い
か
ら
家

に
い
な
さ
い
っ
て
ば
。」

「
私
の
心
配
は
し
な
い
で
気
を
し
っ
か

り
も
つ
の
よ
。来
た
よ
。」

「
来
た
っ
て
何
が
来
た
の
？
」

「
た
だ
来
た
よ
」

「
も
ど
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
よ
。夢
で

旦
那
様
に
会
っ
た
け
ど
、旦
那
様
か
ら

お
便
り
で
も
あ
っ
た
の
？
お
役
目
を
頂

い
て
お
出
で
に
な
る
と
の
文
で
も
あ
っ

た
の
？
」

「
お
前
の
旦
那
か
何
か
は
分
か
ら
な
い

け
ど
、乞
食
が
一
人
来
た
よ
。」

　
春
香
は
電
撃
を
受
け
た
か
の
よ
う

に
頭
が
パ
ッ
と
。「
あ
あ
〜
旦
那
様
が
来

た
と
。今
夢
で
お
会
い
し
た
ば
っ
か
り

な
の
に
現
実
で
お
目
に
か
か
れ
る
と
。

こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
が
…
」

　
春
香
は
獄
舎
の
格
子
の
間
に
腕
を

差
し
出
し
て
、恋
焦
が
れ
待
ち
に
待
っ

て
い
た
夢
龍
の
手
を
取
り
ま
し
た
。感

極
ま
っ
て
と
め
ど
な
く
涙
が
流
れ
ま
す
。

し
か
し
、霞
ん
だ
目
に
見
え
る
夢
龍
の

姿
は
華
や
か
な
身
な
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
か
ら
し

て
不
幸
な
立
場
な
の
が
一
目
で
わ
か
り

ま
す
。で
も
、そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も

よ
か
っ
た
で
す
。愛
す
る
人
に
会
え
た

の
が
た
だ
嬉
し
い
だ
け
。

「
あ
あ
〜
こ
れ
は
ま
だ
夢
の
中
な
の
か

し
ら
。あ
な
た
に
会
え
た
か
ら
今
死
ん

で
も
心
残
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。毎
日
の

よ
う
に
あ
な
た
か
ら
の
お
便
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、月
が
過
ぎ

年
が
過
ぎ
て
も
お
便
り
は
無
い
ま
ま
。

挙
げ
句
の
果
て
に
は
殿
様
の
横
暴
に
遭

い
命
を
落
と
す
破
目
に
な
り
ま
し
た
。

明
日
の
殿
様
の
誕
生
祝
に
私
の
刑
が
執

行
さ
れ
る
と
。私
の
命
な
ぞ
は
惜
し
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、旦
那
様
は
ど
う
し
て

こ
ん
な
お
姿
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
」

　
し
か
し
、夢
龍
は
言
葉
が
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
お
お
、春
香
は
あ
ま
り
悲
し

む
な
。俺
が
い
る
の
に
何
を
悲
し
む
の

か
。ま
さ
か
お
前
が
死
に
は
す
ま
い
。」

　
春
香
は
愛
す
る
夢
龍
に
辛
い
思
い

を
さ
せ
ま
い
と
思
い
、そ
れ
以
上
は
聞

か
ず
母
親
に
夢
龍
の
こ
と
を
頼
み
ま

す
。「
私
が
死
ん
だ
後
で
も
旦
那
様
の
こ

と
を
大
事
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。」

　
獄
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
春
香
に
と
っ

て
、恋
し
い
思
い
は
永
遠
の
よ
う
で
会

え
る
喜
び
は
瞬
間
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。涙

の
夜
が
明
け
て
い
よ
い
よ
朝
に
な
り
ま

し
た
。卞
学
道
の
誕
生
会
が
開
か
れ
る

と
同
時
に
春
香
の
刑
が
執
行
さ
れ
る
日
。

　
お
酒
や
ご
馳
走
が
盛
大
な
宴
席
の

騒
ぎ
の
中
、片
隅
に
座
っ
て
い
た
あ
る

み
す
ぼ
ら
し
い
男
が
卞
学
道
に
一
つ
提

案
を
し
て
き
ま
し
た
。「
殿
様
、我
ら
ヤ

ン
バ
ン
ら
し
く
詩
を
作
っ
て
遊
ん
で
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

　
ご
機
嫌
の
卞
学
道
、快
く「
お
お
〜

そ
れ
は
面
白
い
。韻
は「
こ
う
」の
字
に

し
よ
う
。た
か
い
の
高
、あ
ぶ
ら
の
膏
だ
。

お
い
、こ
の
方
に
紙
、筆
、墨
を
渡
せ

ろ
。」
　
男
の
前
に
紙
と
筆
、墨
が
置
か
れ
る

と
男
は
さ
ら
さ
ら
っ
と
一
気
に
書
き
下

ろ
し
、丁
寧
に
三
つ
折
り
に
た
た
ん
で

下
に
お
き
、立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

「
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
近
い
う

ち
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
。」

　
こ
の
言
葉
を
残
し
男
は
出
て
行
き

ま
し
た
。卞
学
道
は
乞
食
ヤ
ン
バ
ン
が

お
か
し
く
て
笑
い
な
が
ら
も
、一
体
何

を
書
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
紙
を
広
げ

ま
し
た
。

「
金
樽
美
酒
千
人
血（
金
の
樽
の
美
酒

は
千
人
の
血
よ
）

玉
盤
佳
肴
萬
姓
膏（
玉
の
お
膳
の
ご
馳

走
は
一
万
百
姓
の
膏
）

燭
涙
落
時
民
涙
落（
燭
涙
が
落
ち
る
と

き
に
民
衆
の
涙
も
落
ち
、）

歌
声
高
処
怨
声
高（
歌
声
が
高
い
と
こ

ろ
に
百
姓
の
怨
み
の
声
も
ま
た
高
い
の

だ
。）」

　
龍
の
如
く
力
強
い
筆
跡
で
、汚
職
官

吏
を
叱
責
し
て
い
る
内
容
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。卞
学
道
は
驚
き
す
ぎ
て
全

身
の
毛
が
逆
立
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
と
き
、入
り
口
か
ら
雷
の
よ
う

な
大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
暗
・
行
・
御
・
使
・
出
・
道
・
だ
！！
」

（
暗
行
御
使
:
朝
鮮
時
代
、民
情
を
把

握
し
地
方
官
吏
を
糾
察
す
る
た
め
、身

分
を
隠
し
密
か
に
地
方
を
ま
わ
る
王

の
勅
使
）

　
暗
行
御
使
李
夢
龍
は
、馬
上
に
高
く

ま
た
が
り
金
の
冠
を
か
ぶ
り
、錦
の
羽

織
を
ま
と
い
、手
に
は
馬
牌（
暗
行
御

使
で
あ
る
こ
と
を
表
す
信
物
）を
高
く

掲
げ
、沢
山
の
軍
官
を
従
え
、堂
々
と

府
庁
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。な
ん
と
、夢

龍
は
暗
行
御
使
に
な
っ
て
身
分
を
隠

し
て
い
た
の
で
す
！

　
夢
龍
の
部
下
た
ち
は
場
内
を
整
理
し
、

書
類
を
確
か
め
、卞
学
道
の
非
理
を
確

認
し
御
使
に
報
告
。中
央
に
は
椅
子
が

置
か
れ
、御
使
は
座
に
つ
い
て
卞
学
徒
の

罪
状
を
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。汚
職

官
吏
卞
学
徒
の
罪
は
重
く
、罷
免
に
な

り
、最
後
に
獄
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
春

香
が
御
使
の
前
へ
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

夢
龍
は
知
ら
な
い
顔
を
し
て
、「
あ
の
お

な
ご
は
何
者
で
、い
か
な
る
罪
状
か
？
」

「
月
梅
と
い
う
妓
生（
キ
セ
ン
）の
娘
で
、

官
長
の
お
と
ぎ
を
勤
め
る
こ
と
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、拒
否
し
た
罪
で
獄

に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。」部
下
が
申
し

上
げ
ま
し
た
。

「
官
長
の
命
令
に
逆
ら
う
な
ん
て
、け
し

か
ら
ん
。春
香
と
言
っ
た
か
。こ
の
俺
は

ど
う
だ
。お
前
を
幸
せ
に
し
て
や
る
ぞ
。」

　
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
夢
龍
の
椅
子
か

ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
罪
人
春

香
は
、こ
の
御
使
が
誰
な
の
か
ま
だ
気

づ
い
て
い
ま
せ
ん
。た
だ
呆
れ
て
、

「
派
遣
さ
れ
る
官
吏
皆
が
名
官
で
す
わ
。

御
使
さ
ま
は
お
聞
き
な
さ
れ
。烈
婦
の

一
片
丹
心
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

早
く
殺
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
春
香
、顔
を
上
げ
て
俺
を
見
ろ
。」

　
春
香
が
顔
を
見
上
げ
た
そ
こ
に
は
、

金
の
冠
に
錦
の
羽
織
を
纏
っ
た
李
夢
龍
、

待
ち
続
け
て
き
た
愛
す
る
人
が
ニ
コ
ニ

コ
と
笑
っ
て
座
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
！
春
香
は
感
極
ま
り「
ア
、

ア
、」と
し
か
言
え
ず
、気
を
失
い
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
変
わ
ら
な
い
愛
を
信
じ
続
け
た
二

人
は
、そ
の
後
正
式
に
夫
婦
と
な
り
、た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
め
ぐ
ま
れ
、末

永
く
、幸
せ
に
暮
ら
し
ま
し
た
と
。

（
終
わ
り
）

ソ
ン
　
　
ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

韓
国
の
古
典
、ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー「
春
香
伝
」最
終
編

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

7
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

6

4

15

11

6,633

3,096

3,537

3,035

（＋6）

（ － ）

（＋6）

（＋3）

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
龍
馬
伝 
Ⅲ
」福

田
　
靖
　
著

　
幕
末
の
風
雲
児
・
坂
本
龍
馬
33

年
の
生
涯
を
、
稀
代
の
経
済
人
・

岩
崎
弥
太
郎
の
視
線
か
ら
描
く
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
。
薩
摩
藩
の
援
助

を
得
て
長
崎
に
亀
山
社
中
を
つ
く

り
、
薩
長
同
盟
締
結
の
た
め
に
奔

走
す
る
龍
馬
だ
っ
た
が
、
薩
長
和

解
の
翌
日
、
潜
伏
先
の
伏
見
寺
田

屋
で
襲
わ
れ
負
傷
し
て
し
ま
う
。

番
組
第
28
回
か
ら
37
回
ま
で
を
収

載
予
定
。

「
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ
」

東
野
　
圭
吾
　
著

　　
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ
を
守
る
た
め

に
は
、
国
家
権
力
の
す
べ
て
が
動

く
追
う
者
か
ら
追
わ
れ
る
者
へ
。

信
じ
ら
れ
る
の
は
、
科
学
か
、
自

分
か
。

　『
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ
』と
は
何
か
、

そ
こ
に
隠
さ
れ
た
陰
謀
と
は
。

　
圧
倒
的
な
筆
力
で
描
か
れ
る
衝

撃
の
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ス
テ
リ
ー
！

子
ど
も
の
本

「
給
食
番
長
」

よ
し
な
が
こ
う
さ
く
　
作

　
前
代
未
聞
の
食
育
ハ
ー
ト
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
絵
本
。

　
給
食
が
大
好
き
に
な
る
感
動
の

ラ
ス
ト
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（8月1日現在）

「
特
急
お
べ
ん
と
う
号
」

岡
田
　
よ
し
た
か
　
作

　
三
つ
の
お
話
か
ら
な
る
創
作
童

話
で
、
全
頁
に
カ
ラ
ー
の
絵
が
つ

い
て
い
ま
す
。
日
本
の
独
特
な
食

文
化
の
ひ
と
つ
、
お
べ
ん
と
う
を

題
材
に
し
た
作
品
で
す
。
お
か
ず

さ
ん
た
ち
の
活
躍
に
抱
腹
絶
倒
し

ま
す
。

新
着
図
書
（
子
ど
も
）

＊
な
っ
と
う
く
ん
西
へ
い
く

　
　
　
　
　
　
三
輪
　
一
雄
　
作

＊
れ
い
ぞ
う
こ
の
な
つ
や
す
み

　
　
　
　
　
村
上
　
し
い
こ
　
作

＊
じ
こ
く
の
ラ
ー
メ
ン
や

　
　
　
　
　
　
苅
田
　
澄
子
　
作

＊
あ
い
さ
つ
団
長

　
　
　
よ
し
な
が
こ
う
さ
く
　
作

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

　
８
月
３
日
、
高
知
市
上
町
の
城

西
館
様
か
ら
、
高
知
県
地
震
・
防

災
課
を
通
じ
て
、
敷
布
団
と
マ
ッ

ト
レ
ス
25
組
を
無
償
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
布
団
は
、
災
害
時

の
避
難
生
活
用
に
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
知
市
の

城
西
館
様
か
ら

布
団
を
い
た
だ
き

ま
し
た

3
区

14
区

深
瀬

柴
尾

岡
田
　
政
春

西
森
　
徳
光

大
﨑
　
要
運

斉
藤
千
佳
子

住
　
所

氏
　
　
　
名
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行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月

10 
月

『
会
員
募
集
中
』

　
あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
毎
月
、
第
２
日
曜
日
の
正
午
か
ら
約

２
時
間
、
町
民
会
館
で
、
た
む
ら
ち
せ
い
先
生
を
講
師
に
勉
強

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
に
も
先
生
が
優
し
く
指
導

し
て
く
れ
ま
す
。 

　
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

０
８
９
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
け
ぼ
の
句
会

◎
た
む
ら
ち
せ
い
　
　
脱
藩
道
蝶
蝶
白
く
生
き
残
り

○
梼
原
　
数
密      
仰
ぎ
見
る
虹
く
っ
き
り
と
原
爆
忌

○
西
　
せ
つ
子      

い
く
じ
な
く
涙
腺
ゆ
る
む
遠
花
火   

○
服
部
す
え
子      

白
南
風
や
高
速
走
る
無
料
の
日

○
松
本
　
孝
子
　
　
猫
の
守
し
て
子
雀
を
見
て
お
り
ぬ

○
岡
田
　
美
央
　
　
ゆ
れ
な
が
ら
は
ら
り
と
ひ
ら
く
月
見
草

○
辻
　
　
静
香
　
　
水
打
ち
て
屋
号
の
の
れ
ん
揺
れ
て
を
り

○
澤
田
　
泰
彦
　
　
絶
景
を
足
下
に
夏
の
馬
鹿
だ
め
し

し
ら
は
え
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“おらんく球団”

夜店では選手が身近な存在に

　高知ファイティングドッグス（以下高知ＦＤ）の選手たちは、８月４日に行われた文殊祭のイベントに参加しまし
た。町内３カ所の会場に選手が分かれ、それぞれで販売や調理などを手伝い、町民との親交を深めました。
　当日は、あいにくの雨でしたが、ステージで行われた選手の自己紹介や丸野裕司投手と佐伯和司コーチが出場し
たカラオケ大会では、会場から大きな声援と拍手が送られ、大いに盛り上がり、まつり会場のボルテージも一気に
ピークに達しました。

対戦相手
長　崎
香　川
香　川
愛　媛
徳　島
三　重
三　重

試合日
9/5(日)
18(土)
19(日)
23(木)
24(金)
25(土)
26(日)

開始時間
14:00
14:00
14:00
14:00
14:00
14:00
14:00

球　　場
高 知 球 場
高 知 東 部 球 場
高 知 東 部 球 場
高 知 球 場
高 知 球 場
高 知 球 場
高 知 球 場

9月の試合日程月の試合日程
（高知県内開催分）（高知県内開催分）
9月の試合日程月の試合日程
（高知県内開催分）（高知県内開催分）
9月の試合日程
（高知県内開催分）

高知ファイティングドッグス情報　　vol,4

８月４日　文殊まつりに参加！！

　８月１２日、町民総合運動場グラウンドで高知ＦＤのスポンサーである高知ヤマザキパンのＣＭ撮影が行われ、
越知バッファローや越知中学校の野球部員らと高知ＦＤの選手が共演しました。
　高知放送が行っている高知の子育てを応援するプロジェクト『ＲＫＣ子育て応援団』の一環で、日ごろから野球
教室等を通じて、子どもたちとの交流が多い高知ＦＤのメンバーが取り上げられ、この企画が実現したものです。
このＣＭは、秋以降に放映される予定です。（詳しい放映時期は未定）

８月１２日　野球少年たちとＣＭ出演！！

自慢の歌声を披露した佐伯コーチ♪人気を集めたストラックアウト（的当てゲーム）

ＣＭの様子①「みんな～」子どもたちを呼ぶＦＤ選手 ＣＭの様子③最後はみんなで記念撮影ＣＭの様子②元気に集まり選手からパンを受け取る

©S.M.E


